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1 オゾン層の状況 
オゾンの観測には、地上からのオゾン全量の観測、衛星からのオゾン全量の観測、オゾンゾンデによる

鉛直分布の観測、地上からの鉛直分布の観測（反転観測*）、衛星からの鉛直分布観測等がある。 

ここでは、気象庁オゾン層情報センターが入手したデータをもとに解析したオゾン層の状況を示す。 

なお、それぞれのデータについての説明は付録1「解析に使用した観測資料」にまとめた。 

 
1－1 全球のオゾン層 

 
2007年のオゾン全量*の全球分布をみると、ほとんどの地域で参照値*より少なかった（図1－1－1）。特

に、南半球高緯度と北半球高緯度では比偏差*が-5%以下となったところが多かった。 

オゾン全量の全球平均値の経年変化をみると、低緯度を除いて1980年代を中心に減少が進み、現在も少

ない状態が続いている（図1－1－3）。 

 

1－1－1 2007年のオゾン層の状況 
2007年のオゾン全量の全球分布をみると、ほとんどの地域で参照値より少なかった（図1－1－1）。特

に、南緯60度以南では年平均で-5%以下となったところが多かった。北半球でも高緯度では-5%以下となっ

たところが多かったが、アラスカ湾付近で参照値より多い領域があった。赤道付近に帯状に参照値よりも

少ない領域があるが、これは6月から10月にかけて顕著であり、QBO*（準2年周期振動）の影響と考えられ

る（解説2「オゾン量の経年変動に影響を及ぼす自然の要因1」参照）。北半球高緯度は、3月から4月にか

けて顕著な負偏差だった。各月の月平均オゾン全量分布とその比偏差図は資料1「月平均オゾン全量・比偏

差 全球分布図」に示した。 

緯度別平均オゾン全量月平均値の年間の推移を図1－1－2に示す。これをみると、北緯60度～南緯60度

の平均は、どの月も参照値より少なめだった。緯度帯別にみると、北半球高緯度（北緯60度以北）で3月と

4月に顕著に少なかった。また、南半球中緯度(南緯30度～南緯60度)でも1月から4月に顕著に少なかった。

北半球中緯度（北緯30度～北緯60度）では、9月以降少ない状況が継続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
* は「用語解説」(p60～62)を参照。 

図1－1－1：2007年のオゾン全量比偏差(%)の全球分布 

月平均オゾン全量比偏差（%）の2007年平均分布。等値線間隔は2.5%。比較の基準である参照値は1979～1992年

の平均値。北緯60度以北の1月と11、12月および南緯60度以南の5～7月は、太陽高度角の関係で観測できない時

期があるため省いて計算した。NASA提供の衛星観測データから作成。 
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図1－1－2：緯度帯別平均オゾン全量月平均値比偏差(%)の2007年の推移 

縦線は参照値の標準偏差。参照値は1979～1992年の平均値。北緯60度以北の1月と11、12月および南緯60度以南の5

～7月は、太陽高度角の関係で観測できないため示していない。NASA提供の衛星データから作成。 
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解説１ オゾンの平均的な分布とその形成メカニズム 
オゾン分布の気候値として、衛星観測による年平均オゾン全量全球分布の参照値（1979年から1992年の

平均）を図E1－1に示す。全体的にみてオゾン全量は低緯度で少なく、南北両半球の中・高緯度で多い分布

になっている。特にオホーツク海上空は世界的にみて気候値として最もオゾンが多い場所であり、日本上

空はオゾン全量の南北の傾度が最も大きい地域にあたる。 

衛星観測による年平均帯状平均オゾン濃度の高度緯度分布を図E1－2に示す。体積混合比でみると10hPa

付近の高度にオゾンが多く分布しており、赤道付近に最もオゾンが多い場所があることがわかる。一方、

オゾン分圧でみた場合、低緯度域では高度25km付近(20～30hPa付近の高度)で多いが、中・高緯度ではそれ

よりも低い高度22km付近(40～50hPa付近の高度)で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図E1－1：年平均全球オゾン全量の参照値（1979～1992年の平均値） 

等値線間隔は10m atm-cm。NASA提供の衛星データ（TOMSデータ）から作成。 

図E1－2：年平均帯状平均オゾン濃度子午面分布（左：体積混合比、右：オゾン分圧）の参照値（1979～1992年の

平均値） 

等値線間隔は、左： 1ppmv、右：2mPa。右の陰影部は12mPa以上の領域。NOAA提供の衛星データ（SBUV/2データ）

から作成。 

高度(km) 気圧(hPa) 高度(km) 気圧(hPa) 

緯度 緯度 
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帯状平均オゾン全量参照値の季節変化を図E1－3に示す。南北両半球とも冬季から春季にかけての中・

高緯度でオゾン全量が最大となる季節変化をしている。 

上述したような平年のオゾン量の高度・緯度分布や季節変化は、以下のように説明される。 

成層圏のオゾンは、太陽紫外線による光化学反応で生成される。太陽の放射が強い低緯度上空の成層圏

はオゾンの主要な生成場所である。赤道上空の高度30km（10hPa）付近で体積混合比の最大がみられるのは

このためである（図E1－2 左）。低緯度成層圏で生成されたオゾンは、ブリューワー・ドブソン循環（赤

道域で対流圏から成層圏に上昇してきた空気が、成層圏を両極へ向けてゆっくりと移動し、中・高緯度で

成層圏から対流圏へ下降する循環）で、中・高緯度に運ばれる。北半球冬季のこの循環の様子を図E1－4

に示す。中・高緯度では、下降したオゾンを含む空気が下部成層圏で圧縮されオゾン分圧は大きくなるた

め、低い高度で最大のオゾン分圧が現れ、しかもオゾン分圧は赤道域上空よりも大きくなる（図E1－2 右）。

このような赤道域から中・高緯度への輸送は冬季に最も活発となり、冬季から春季にかけて中・高緯度に

オゾンが最も蓄積される。同一の緯度でもオホーツク海上空やカナダ北部が世界的にオゾン全量の多い地

域となっているが、これは、冬季から春季にかけての地上気圧で、太平洋ではアリューシャン低気圧、大

西洋ではアイスランド低気圧が形成され、低気圧の西側では成層圏の下限である圏界面が低くなる性質が

あり、成層圏のオゾンが蓄積されやすくなることによる。このため日本の上空では南北傾度が大きくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図E1－3：帯状平均オゾン全量参照値（1979～1992年の平均値）の季節変化 

等値線間隔は25m atm-cm。陰影部は太陽高度角の関係で観測できない領域。NASA提供の衛星データ（TOMS

データ）から作成。 

図E1－4：上部対流圏から下部成層圏に

おける12－2月平均の帯状平均子午面循

環 

12－2月平均の大気の子午面循環*を示

す。値は質量流線関数（TEM法による）

であり、等値線に沿って矢印の方向へ大

気が循環していることを示す。成層圏で

みられる子午面循環がブリューワー・ド

ブソン循環。対流圏の熱帯域にみられる

循環はハドレー循環。等値線間隔は

100hPaより上で0.2x1010kg/s、100hPaよ

り下で2x1010kg/s。負値に陰影。大気再

解析データを用いて作成。 

高度 
(km) 

気圧 
(hPa) 

緯度 

――――――――――― 
*は「用語解説」(p60～62)を参照。 
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解説２ オゾン量の経年変動に影響を及ぼす自然の要因１(太陽活動とQBO) 
オゾン量の経年的な変動に影響を与える周期的な自然変動要素として、太陽活動と準2年周期振動(QBO*)

がよく知られている。 

太陽活動の極小期から極大期への変化に同期して、全球平均のオゾンは2～3%増加する（付録3「EESCフ

ィッティングによるトレンドの評価」参照）。高度方向には、成層圏界面付近と下部成層圏の二つの領域

で同程度変化する。 

太陽活動にともなって200～250nmの紫外線強度は4～8%変化するので、この波長域の紫外線でオゾンが生

成する成層圏界面付近の変動は説明が可能であるが、大半のオゾンが存在する下部成層圏の変動は説明で

きない。下部成層圏の変動を説明するメカニズムとして次のような力学過程が提案されている。 

太陽活動極大期の紫外線強度の増加は成層圏界面付近で気温を高める。成層圏界面付近の風の分布は、

秋から冬にかけて、西風の中心位置が亜熱帯から極域に遷移するという季節進行をしている。太陽活動の

活発化にともなう成層圏界面付近の昇温はわずかだが、惑星波動の伝搬特性が変化することを通して、西

風の中心位置の遷移の季節進行に影響を与える。すなわち、亜熱帯域の西風はより強まり、より長く続く

傾向を持つ。この上部成層圏の変化が下部成層圏の波動擾乱と平均循環に変化をもたらし、オゾン量を増

やす方向にはたらく(Kodera and Kuroda, 2002)。 

一方、約2年の周期をもつ赤道上空の成層圏の東西風の振動であるQBOは、赤道付近と南北の緯度25度付

近を中心に高緯度にのびる緯度帯に2～4%のオゾンの偏差を生じ、両者は逆位相である（口絵1）。QBOは子

午面内で次のような循環の偏差を生じてオゾン量に変化をもたらすと考えられる。 

高度とともに東風から西風に変化するQBOの西風相（図E2－1 a）では、赤道から離れたところで働くコ

リオリ力によって、上層の西風域で赤道向きの、下層の東風域で極向きの子午面循環が生じ、補償流とし

て赤道付近で下降流、赤道から離れたところで上昇流が生じる。この鉛直流は温度の緯度勾配をもたらし、

温度風の関係を通じて西風の強さも若干変える。東風相ではこれと反対の子午面循環（図E2－1 b）が生じ

る。成層圏のこの高度範囲（30kmより下層）でオゾン混合比は上層ほど高いため、下降流域では正の、上

昇流域では負のオゾン量の変動を起こす(Plumb and Bell, 1982)。 

QBOにともなうオゾン変動の大きさは、季節や太陽活動の位相と関連して変わることが知られており、調

査・研究が進められている。 

 

 

 

 

 
 

 

 

                                                   
* は「用語解説」(p60～62)を参照。 

図E2－1： QBOにともなう子午面循環の偏差

の模式図 

赤道上空の気温偏差（寒暖）、西風の加速（＋

/－）の関係とともに示す。(a)西風相、(b)

東風相の場合。Plumb and Bell(1982)による

図。破線：等風速線、実線：等温線。 
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1－1－2 全球のオゾン層の経年変化とトレンド 
オゾン全量は、低緯度を除いて1980年代を中心に減少が進み、現在も少ない状態が続いている。オゾン

全量の減少率は、低緯度域で小さく、高緯度域で大きい。季節的には、北半球では3～4月に、南半球では8

～12月にオゾンの減少傾向が大きい。鉛直分布では、高度40km付近と15km付近の二つの高度に減少率の大

きい領域がある。 

ここでは、全球のオゾン層の長期変化傾向に関する解析結果を述べる。特に断らない限り、既知で周期

的な自然要因（季節変動、太陽活動、QBO*（準2年周期振動: Quasi-Biennial Oscillation））と相関の高

い変動成分を除去したデータを用いている。 

 

オゾン全量の経年変化 
地上および衛星からの観測による月平均オゾン全量の比偏差*（1970年から1980年の平均値に対する）の

時系列を図1－1－3に示す。これによると、オゾン全量は1980年代から1990年代前半にかけて大きく減少し

ており、現在もオゾン全量は少ない状態が続いている。オゾン全量の長期的な減少の主な要因は、クロロ

フルオロカーボン（フロン）類などから解離した塩素が、大気中で増加したためと考えられる。成層圏に

おけるオゾン層破壊物質の濃度は、EESC*(等価実効成層圏塩素)として指標化されており、オゾン全量の経

年変化のうちオゾン層破壊物質の影響による変化成分をみるために、1970年から2007年のオゾン全量（地

上観測データ）に対してEESCフィッティング（付録3参照）を行った。2007年現在の全球平均のオゾン全量

の変化は、1979年を基準にした場合-2.8±0.2％である。1980年代は変化量が多く、全球平均では-2.0±

0.1%/10年、北半球では-1.9±0.2%/10年、南半球では-2.1±0.2%/10年と大きな減少がみられた。南半球の

トレンドについては、観測点が8地点であることに注意する必要がある（北半球は55地点）。北半球は、1993

年ごろに最小値を記録したが、これは、ピナトゥボ火山噴火（1991年6月）にともない、成層圏のエーロゾ

ル粒子が増加し、その粒子表面での不均一反応のためオゾン破壊が促進されたためと考えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
* は「用語解説」(p60～62)を参照。 

図1－1－3：世界のオゾン全量比偏差の推移

実線は世界の地上観測によるオゾン全量比

偏差。滑らかな実線は EESC フィッティング

曲線。●印は衛星観測データ（北緯 70 度～

南緯 70 度）によるオゾン全量比偏差。比較

の基準である参照値は 1970～1980 年の平均

値。季節変動、太陽活動、QBO の影響を除去。

上段から全球(北緯 70 度～南緯 70 度)、北半

球、南半球のオゾン全量の変化を示す。全球

の地上観測点数は63地点で、北半球55地点、

南半球 8地点である。 

全球

北半球

南半球

比

偏

差 
(%)

比

偏

差 
(%)

比

偏
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衛星観測データによるオゾン全量トレンドの緯度分布と全球分布 
衛星観測データによる通年の緯度10度ごとのオゾン全量トレンドを図1－1－4に示す。1979年から2007

年のデータに対してEESCフィッティング（付録3参照）を行って求めた1980年代の変化量を示した。また、

1998年以降2007年までのデータを用い、直線回帰で求めた変化量も示した。1980年代の変化量(図1－1－4

の黒丸)をみると、低緯度では減少率は小さいものの、どの緯度でも有意な減少傾向がみられる。減少率は、

高緯度ほど大きくなっており、次項に示す地上観測と同様の傾向を示す。1980年以前を基準とした場合の

現在のオゾンの緯度別変化量は、図1－1－4で示した1980年代の変化量に比例している。1998年以降2007

年までの変化量をみると、北半球中緯度に増加傾向がみられるが、これは解説6「オゾン量の経年変動に影

響を及ぼす自然の要因2」に示すように、大気の流れに関係した力学的要因が寄与している可能性があり、

成層圏の塩素量の減少にともなった変化と判断することはできない。 

衛星観測から計算した北緯60度～南緯60度平均の2007年のオゾン全量は、1979年を基準とした場合、-3.0

±0.2％変化した。オゾン全量トレンドの全球分布を図1－1－5に示す。 

付録1-2「オゾンの衛星観測データ」に示すように、TOMSは2002年頃から観測装置に起因する誤差（主に

光学系の特性変化）が大きくなったため、NASAでは、それ以降のデータはトレンド解析には使用できない

としている。このため、2002～2004年のTOMSデータは本項のトレンド計算には使用していない。2005年1

月以降については、最近運用が開始されたNASAのオーラ衛星搭載のOMIによるデータを使用した。2005年以

降のOMIデータについて、地上観測値との比較を行い、トレンド解析に用いるのに十分な精度であることを

確認している。なお、1995年の通年と1993、1994、1996年の一部についてはTOMSによる観測が行われてい

ないので、この期間のデータは使わずに解析を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－1－4：衛星データによるオゾン全量緯

度別トレンド（%/10年） 

年平均オゾン全量の緯度別トレンド（％/10

年、緯度10度毎）。●印は、1979～2007年の

月別値に対してEESCフィッティングを行っ

て求めた1980年代における変化量。○印は

1998年以降2007年までのデータを用い、直線

回帰で求めた最近の変化量。横軸は緯度、縦

軸はトレンド。丸印の上下の横線は95％信頼

区間の範囲。NASA提供の衛星データから作

成。 

図1－1－5：オゾン全量トレンド（％/10年）の全球分布 

1979～2007年の月別値に対してEESCフィッティングを行い、1980年代における変化量で示した。1980年以前を基準と

した場合の現在のオゾン変化量は、この1980年代の変化量に比例している。等値線間隔は1％/10年。陰影部は変化率

が-3％を超える領域。北緯60度以北と南緯60度以南では太陽高度角の関係で観測できない時期があることに注意。

NASA提供の衛星データから作成。 
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地上観測データによるオゾン全量トレンドの緯度分布 
世界の地上観測データによるオゾン全量トレンドの緯度分布を図1－1－6に示す。1979～2007年のデータ

に対してEESCフィッティング（付録3参照）を行って求めた1980年代の変化量を示した。また、1998年以降

2007年までのデータを用い、直線回帰で求めた変化量も示した。これをみると、1980年代の変化量は通年

および各季節とも低緯度を除いて多くの地点で減少傾向を示していたことがわかる。通年では、北半球の

中緯度と南半球の南緯30度以南で有意な減少傾向を示している地点が多い。季節別にみると、9～11月の南

緯60度以南では、南極オゾンホールの出現にともない-15％/10年を超える減少を示していた。このように

オゾン全量のトレンドは低緯度を除いて明らかな減少を示していた。一方、1998年以降2007年までの変化

量をみると、通年および各季節とも北半球中緯度で増加傾向を示している地点もあるが、地点毎のばらつ

きも大きい。 

トレンド計算に1979年以降のデータを使用したのは、①オゾン減少が明瞭になり始めた時期にあたるこ

と、②衛星データが得られる時期であり、データを比較する際に期間を合わせることが望ましいためであ

る。観測地点の選択にあたっては、最近の観測資料がほぼ継続して得られていること、および毎月の月平

均値と衛星による観測データとの全期間を通した比較において、データの精度に大きな問題がないと判断

されることを基準とした。なお、観測機器の変更等により観測データに不自然な段差がみられる場合には、

その観測データに補正を施したのち、解析を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－1－6：地上観測データによるオゾン全量の地点別トレンド（%/10年） 

上段：通年、中段左：3～5月、中段右：6～8月、下段左：9～11月、下段右12～2月。 

●印は1979～2007年の月別値に対してEESCフィッティングを行って求めた1980年代における変化量。○印は

1998年以降2007年までのデータを用い、直線回帰で求めた最近の変化量。横軸は緯度、縦軸は変化量。世界の

観測地点（66地点）のオゾン全量データから作成。 

(%/10 年) 

緯度 
(%/10 年) (%/10 年) 

緯度 緯度 

3－5 月 6－8 月

9－11 月 12－2 月

通年
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衛星観測データによるオゾン全量トレンドの季節変化 

オゾン全量のトレンドの季節変化をみるため、帯状平均オゾン全量トレンドの季節変化を図1－1－7に示

す。このトレンドも1979～2007年のデータに対してEESCフィッティング（付録3参照）を行って求めた1980

年代の変化量で示したものである。1980年以前を基準とした場合の現在のオゾン変化量は、この1980年代

の変化量に比例している。これをみると、北半球高緯度では3～4月に、南半球中・高緯度では8～12月にオ

ゾンの減少傾向が大きい様子がわかる。季節別のオゾン全量トレンドの全球分布を図1－1－8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－1－7：帯状平均オゾン全量トレンド（%/10年）の季節変化 

1979～2007年の月別値に対してEESCフィッティングを行って求めた1980年代における変化量で示した。1980年以

前を基準とした場合の現在のオゾン変化量は、この1980年代の変化量に比例している。等値線間隔は2%/10年。

陰影部は95%信頼区間の範囲が全て負である領域。北緯60度以北と南緯60度以南では太陽高度角の関係で観測で

きない時期があることに注意する必要がある。NASA提供の衛星データから作成。 

図1－1－8：季節別オゾン全量トレンド（%/10年）の全球分布 

1979～2007年の月別値に対してEESCフィッティングを行って求めた1980年代における変化量で示した。1980年以前

を基準とした場合の現在のオゾン変化量は、この1980年代の変化量に比例している。等値線間隔は1%/10年。陰影

部は減少率が-3%を超える領域。北緯60度以北と南緯60度以南では太陽高度角の関係で観測できない時期があるこ

とに注意する必要がある。NASA提供の衛星データから作成。 

3-5 月 6-8 月 

9-11 月 12-2 月 



 - 10 - 

オゾンの鉛直分布のトレンド 
オゾンの鉛直分布のトレンドをみるため、衛星観測から求めた年平均帯状平均オゾントレンド（1979～

2003年のデータに対してEESCフィッティングを行って求めた1980年代の変化量で示す。1980年以前を基準

とした場合の現在のオゾン変化量は、この1980年代の変化量に比例している。）の子午面分布（高度緯度

分布）を図1－1－9に示す。これによると、北半球、南半球とも中緯度から高緯度にかけての、3hPa高度付

近（40km付近）と50hPa高度以下（20km付近以下）の二つの高度に減少率の大きい領域がみられる。 

ゾンデ観測、反転観測データも含めたデータから作成した、北半球中緯度の高度別オゾントレンド（図1

－1－10、WMO,2006より）をみても、オゾン減少の極大は高度40km付近と高度20km付近に現れていることが

わかる。この二つの高度のオゾン減少は、ともにクロロフルオロカーボン類などから解離した塩素による

ものと考えられているが、その破壊メカニズムは異なっている。高度40km付近の減少は、気相反応のみに

よって働く塩素による触媒反応サイクルによるのに対し、高度20km付近の減少は主にエーロゾル粒子表面

での不均一反応によって活性化される別の塩素触媒反応サイクルによると考えられている（解説3「南極で

オゾンホールが発生するメカニズム」を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1－1－10：オゾンのトレンドの高度分布 

1980～2004 年の SAGE I/II、SBUV/2、オゾンゾ

ンデ、反転観測データをもとに作成した北半球

中緯度(左)と南半球中緯度(右)の高度別オゾ

ンのトレンド（％/10 年）。EESC フィッティン

グを行って求めた 1980 年代における変化量で

示す。実線がトレンド。図中の横線は 95％信

頼区間を示す(WMO,2006)。 

図1－1－9：年平均帯状平均オゾントレンド（％/10年）

の子午面分布 

1979～2003年の月別値（季節変動成分のみを取り除い

た）に対してEESCフィッティングを行って求めた1980

年代における変化量で示す。1980年以前を基準とした場

合の現在のオゾン変化量は、ここで示した1980年代の変

化量に比例している。等値線間隔は1％/10年。陰影部は

減少率が-4％を超える領域。北緯60度以北と南緯60度以

南では太陽高度角の関係で観測できない時期があるた

め、観測できない時期を除いた月別値からトレンドを計

算した。NOAA提供の衛星データ（SBUV/2 ver.8データ）

から作成。 

高度 
(km) 

気圧 
(hPa) 

緯度 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


